
第2664号（昭和43年5月29日
第三種郵便物認可）け ん せ つ 北 部（1） 2022年6月1日

今
年
も
昨
年
同
様
、
新
型

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
打
ち
上

げ
式
は
行
わ
ず
、
6
月
2
日

に
拡
大
総
括
会
議
を
板
橋
区

立
文
化
会
館
で
行
い
ま
し

た
。本

部
か
ら
石
川
信
一
副
委

員
長
、
吉
川
豊
専
従
常
任
中

執
、
山
内
雅
賀
副
主
任
書
記

が
参
加
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
山
本
委
員
長
が

あ
い
さ
つ
、
つ
づ
い
て
本
部

・
石
川
副
委
員
長
が
あ
い
さ

つ
、
東
京
土
建
全
体
で
11
万

人
を
回
復
し
た
こ
と
な
ど
、

拡
大
月
間
の
取
り
組
み
を
報

告
し
ま
し
た
。

「
事
業
復
活
支

援
金
」
の
相
談

な
ど

目
標
達
成
を
祝
う
「
ダ
ル

マ
の
目
入
れ
」
を
山
本
清
志

委
員
長
、
小
林
書
記
長
、
穴

澤
組
織
部
長
が
行
い
ま
し

た
。
穴
澤
組
織
部
長
が
拡
大

月
間
の
到
達
、
特
徴
と
教
訓

な
ど
を
報
告
。春
の
月
間
は
、

仲
間
に
向
き
合
い
寄
り
添
う

行
動
で
組
合
の
存
在
を
大
き

く
示
し
、
訪
問
行
動
で
の
直

接
対
話
が
組
合
員
と
の
信
頼

を
よ
り
深
め
る
月
間
と
な
り

ま
し
た
。
仲
間
の
現
状
を
聞

き
取
る
行
動
を
追
求
し
、
有

力
対
象
者
を
最
後
ま
で
追
い

続
け
て
き
ま
し
た
。
法
人
・

個
人
問
わ
ず
「
事
業
復
活
支

援
金
」
の
相
談
が
定
期
的
に

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

メ
リ
ッ
ト
袋
で

仲
間
と
対
話

訪
問
行
動
は
、
感
染
対
策

を
し
た
う
え
で
「
元
気
の
出

る
た
ま
ご
」
「
ボ
ッ
ク
ス
テ

ィ
ッ
シ
ュ
」「
メ
リ
ッ
ト
袋
」

を
も
っ
て
訪
問
。
仲
間
と
の

対
話
を
繰
り
返
す
中
で
コ
ロ

ナ
支
援
制
度
や
土
建
国
保
、

労
災
、
健
康
診
断
、
東
京
土

建
の
メ
リ
ッ
ト
を
伝
え
、
成

果
へ
と
つ
な
げ
て
い
き
ま
し

た
。会

議
で
は
、
各
分
会
か
ら

拡
大
月
間
の
取
り
組
み
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

各
分
会
の

取
り
組
み

・
行
動
は
六
役
中
心
に
進
め

て
い
る
。
訪
問
で
会
え
る
こ

と
が
多
か
っ
た
（
大
山
）

・
群
会
議
で
も
対
象
者
が
い

な
い
か
声
か
け
を
行
っ
た

（
大
谷
口
北
）

・
技
能
実
習
生
の
加
入
が
3

人
立
て
続
け
に
あ
り
拡
大
が

大
き
く
進
ん
だ
。
（
中
央
）

・
訪
問
先
で
6
月
中
に
加
入

予
定
の
対
象
者
で
た
。
商
店

街
に
ポ
ス
タ
ー
張
り
出
し
の

お
願
い
も
し
て
い
る
（
志
村

坂
上
）

・
前
野
地
域
は
自
転
車
で
、

中
台
地
域
は
車
で
集
中
的
に

訪
問
し
た
。
（
前
野
中
台
）

・
広
く
浅
く
多
く
の
組
合
員

に
訪
問
を
行
う
た
め
2
チ
ー

ム
で
行
動
。（
坂
下
、
蓮
根
）

・
新
入
学
、
健
診
、
火
災
共

済
の
リ
ス
ト
を
活
用
し
て
訪

問
を
進
め
た（
氷
川
、
徳
丸
）

・
事
前
に
訪
問
先
を
決
め
て

取
り
組
ん
だ
（
蓮
根
、
上
赤

成
増
）

春
一
番
か
ら
の
5
カ
月
に
わ
た
る
春
の
拡
大
月
間
は
、
19
年
連
続
の
全
分
会
目
標

達
成
で
4
1
1
人
の
成
果
、
23
人
の
目
標
超
過
で
終
え
ま
し
た
。

板
橋
支
部
の
6
月
1
日
組
織
人
員
は
4
9
0
1
人
と
な
り
1
月
現
勢
を
上
回
り
ま

し
た
。
対
話
・
訪
問
行
動
に
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

ダ
ル
マ
の
目
入
れ
を
行
う
山
本
委
員
長
（
左
）
、

小
林
書
記
長
（
右
）
、
穴
澤
組
織
部
長
（
中
央
）

青
年
部
、
イ
キ
イ
キ
会
、

女
性
の
会
も
拡
大
目
標
を
達

成
し
ま
し
た
。

青
年
部
は
目
標
6
人
を
達

成
。
イ
キ
イ
キ
会
は
目
標
22

人
で
33
人
の
会
員
を
増
や
し

ま
し
た
。
女
性
の
会
は
40
人

の
目
標
に
対
し
47
人
の
会
員

を
増
や
し
超
過
達
成
し
ま
し

た
。最

後
に
拡
大
三
賞
の
徳
丸

分
会
（
拡
大
数
1
位
）
、
坂

下
分
会
（
拡
大
率
1
位
、
実

増
数
1
位
）
の
表
彰
を
行
い

ま
し
た
。
春
の
拡
大
月
間
の

成
果
を
今
後
の
組
織
強
化
に

つ
な
げ
る
取
り
組
み
へ
と
つ

な
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

私
た
ち
の
仕
事
と
暮
ら
し
を
守
る
切
実
な
要
求
を
実
現
す

る
た
め
に
は
政
治
の
転
換
が
必
要
で
す
。「
選
挙
に
行
こ
う
」

と
呼
び
か
け
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

春一番の目標4.0％
190人 成果203人
春本番の目標4.0％
198人 成果208人
合 計 8.0％

388人 成果411人

2022年6月1日現勢
4901人

選
挙
で
は
、

ど
の
よ
う
な

基
準
で
投
票

先
を
選
べ
ば

い
い
の
か
▼

基
本
的
に
は

今
の
政
権
を

支
持
す
る
か
、
し
な
い
か
と

い
う
意
見
も
あ
り
ま
す
が
、

家
計
を
直
撃
し
て
い
る
物
価

高
騰
に
対
し
、
違
い
が
は
っ

き
り
出
て
い
る
の
は
、
消
費

税
に
対
す
る
ス
タ
ン
ス
。
与

党
は
消
費
税
に
触
れ
て
い
ま

せ
ん
が
、
対
す
る
野
党
（
立

憲
民
主
党
、
日
本
共
産
党
、

れ
い
わ
新
選
組
、
社
民
党
の

4
党
）
は
、
消
費
税
減
税
と

適
格
請
求
書（
イ
ン
ボ
イ
ス
）

制
度
廃
止
な
ど
を
盛
り
込
ん

だ
消
費
税
減
税
法
案
を
衆
院

に
提
出
し
ま
し
た
▼
安
全
保

障
に
つ
い
て
の
各
党
の
公
約

は
、
自
民
党
は
防
衛
費
の
増

額
や
弾
道
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
へ

の
「
反
撃
能
力
」
保
有
を
掲

げ
ま
し
た
。
維
新
や
国
民
も

防
衛
費
の
増
額
を
打
ち
出
し

て
い
ま
す
。
立
憲
は
防
衛
力

を
向
上
さ
せ
る
と
し
て
い
ま

す
が
、
費
用
の
大
幅
増
に
は

慎
重
な
姿
勢
で
す
。
共
産
党

や
社
民
党
は
防
衛
費
の
増
額

に
反
対
▼
改
憲
へ
の
ス
タ
ン

ス
は
、
自
民
党
、
公
明
党
と

維
新
、国
民
は
前
向
き
で
す
。

や
は
り
各
党
・
候
補
の
政
策

は
重
要
な
判
断
基
準
で
す
。

東
京
土
建
は
参
議
院
選
挙
に

向
け
た
9
つ
の
要
求
を
掲

げ
、
実
現
の
た
め
「
選
挙
に

行
こ
う
」
と
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。
投
票
せ
ず
「
白
紙
委

任
」
は
な
さ
ら
ず
に
…
。

☆拡大数1位 徳丸分会

仲
間
に
寄
り
添
う
訪
問
行
動

（拡大数46人）

111111111111111111111111111111111999999999999999999999999999999999年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成111111111111111111111111111111111999999999999999999999999999999999年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成

い
っ
そ
う
の
組
織
強
化
を

拡

大

三

賞

拡

大

三

賞

☆拡大率1位 坂下分会

☆実増率1位 坂下分会

（拡大率9．5％）

（103．4％）

青
年
部
、
イ
キ
イ
キ
会
、

女
性
の
会
も
目
標
達
成

春の拡大月間 到達

春の拡大月間春の拡大月間
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参
議
院
選
挙
7
月
10
日
投
票
日
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発行人 代表者 川合 正人
発行日 1日、9日、17日、25日

東京土建一般労働組合
城北ブロック会議

発 行 所

定
価
30
円

（
購
読
料
は
組
合
費
の
中

に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

）
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は
じ
め
に
東
京
土
建
本
部

が
作
成
し
た
組
合
員
の
切
実

な
仕
事
や
暮
ら
し
に
関
わ
る

要
求
を
語
っ
た
「
要
求
実
現

ア
ク
シ
ョ
ン
」動
画
を
上
映
。

要
求
実
現
の
た
め

に
投
票
を
呼
び
か

け
よ
う

開
会
あ
い
さ
つ
で
本
部
・

中
村
執
行
委
員
長
が
「
暮
ら

し
と
仕
事
、
憲
法
と
平
和
を

守
る
た
め
に
大
事
な
参
院
選

で
す
。
東
京
土
建
は
参
議
院

選
挙
に
向
け
た
9
つ
の
要
求

実
現
の
た
め
に
投
票
を
呼
び

か
け
ま
し
ょ
う
」
と
訴
え
ま

し
た
。

「
参
議
院
選
挙
と
改
憲
動

向
・
市
民
連
合
の
政
策
要
望

に
ふ
れ
」
と
題
し
、
上
智
大

学
教
授
の
中
野
晃
一
さ
ん
が

講
義
し
ま
し
た
。
日
本
国
憲

法
の
意
義
や
私
た
ち
の
暮
ら

し
と
の
関
わ
り
、
改
憲
の
問

題
点
、
参
議
院
選
挙
の
意
義

な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。

ノ
ー
チ
ェ
ッ
ク
の

翼
賛
体
制
が

7
月
の
参
議
院
選
挙
で
改

憲
勢
力
が
「
勝
利
」
す
る
と

2
0
2
5
年
ま
で
3
年
間
は

国
政
選
挙
が
な
く
、
与
党
に

と
っ
て
は「
黄
金
の
3
年
間
」

と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
改
憲

問
題
に
限
ら
ず
、
ノ
ー
チ
ェ

ッ
ク
の
翼
賛
体
制
が
で
き
て

し
ま
う
。
3
年
間
は
も
っ
と

も
危
険
な
状
況
と
な
っ
て
し

ま
う
と
語
り
、
今
回
の
参
議

院
選
挙
の
重
要
性
を
解
説
し

ま
し
た
。

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
に
つ
い
て
、
戦
争
を
拡
大

さ
せ
な
い
こ
と
が
、
東
ア
ジ

ア
そ
し
て
日
本
の
責
任
で
あ

る
と
述
べ
ま
し
た
。
敵
基
地

攻
撃
能
力
や
軍
事
費
の
大
幅

増
額
な
ど
で
武
力
に
頼
る
こ

と
の
危
険
や
私
た
ち
の
暮
ら

し
が
犠
牲
に
な
る
と
批
判
し

ま
し
た
。

国
会
に
国
民
の
声

を
届
け
る
こ
と

命
や
暮
ら
し
を
守
る
政
治

に
す
る
こ
と
や
軍
拡
を
止
め

る
た
め
に
も
野
党
の
力
が
必

要
で
あ
り
、
国
会
に
国
民
の

声
を
届
け
、
国
会
で
議
論
で

き
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
と

述
べ
ま
し
た
。

9
条
改
憲
、
憲
法
改
悪
の

動
き
を
止
め
る
に
も
、
参
院

選
が
と
て
も
重
要
に
な
る
と

講
義
を
ま
と
め
ま
し
た
。

本
部
・
小
番
書
記
長
が「
東

京
土
建
9
つ
の
要
求
」
（
下

表
）
実
現
に
向
け
て
、
「
み

ん
な
で
選
挙
に
行
こ
う
！
」

を
す
べ
て
の
仲
間
と
家
族
に

広
め
よ
う
と
行
動
提
起
し
ま

し
た
。

6
月
10
日
、
「
参
院
選
に
向
け
、
改
憲
の
動
向
な
ど

情
勢
と
私
た
ち
の
要
求

6
・
10
学
習
会
」
を
東
京
土

建
本
部
を
会
場
に
各
支
部
を
結
ん
で
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開

催
し
ま
し
た
。

投
票
期
間
・
場
所（
板
橋
区
）

6
月
23
日
（
木
曜
日
）
か
ら

7
月
9
日
（
土
曜
日
）
ま
で

・
板
橋
区
役
所
北
館
1
階

7
月
3
日
（
日
曜
日
）
か
ら

7
月
9
日
（
土
曜
日
）
ま
で

・
仲
町
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
、

・
富
士
見
地
域
セ
ン
タ
ー
、

・
大
谷
口
地
域
セ
ン
タ
ー
、

・
教
育
科
学
館
、
・
志
村
坂

上
地
域
セ
ン
タ
ー
、
・
志
村

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
蓮
根

地
域
セ
ン
タ
ー
、
・
舟
渡
ホ

ー
ル
、
・
エ
コ
ポ
リ
ス
セ
ン

タ
ー
・
赤
塚
支
所
、
・
成
増

ア
ク
ト
ホ
ー
ル
、
・
き
た
の

ホ
ー
ル
、
・
高
島
平
区
民
館

投
票
時
間

午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後
8

時
00
分
ま
で

コ
ロ
ナ
禍
で
露
呈
し
た
命

を
軽
視
す
る
ぜ
い
弱
な
社
会

保
障
、
零
細
業
者
や
消
費
者

を
苦
し
め
る
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
。
そ
し
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危

機
に
乗
じ
た
憲
法
改
正
・
軍

拡
・
核
共
有
論
で
、
戦
後
最

悪
と
言
わ
れ
る
「
戦
争
の
危

機
」
。
い
ず
れ
も
私
た
ち
の

仕
事
や
生
活
、
そ
し
て
い
の

ち
を
も
脅
か
す
危
機
的
状
況

が
眼
前
に
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
の
仕
事
と
く
ら
し

を
守
る
切
実
な
要
求
を
実
現

す
る
た
め
に
は
、
政
治
の
大

き
な
転
換
が
必
要
で
す
。
私

た
ち
の
一
票
に
は
政
治
を
変

え
る
力
が
あ
り
ま
す
。

群
や
分
会
の
仲
間
は
も
ち

ろ
ん
、身
の
回
り
の
人
な
ど
、

多
く
の
人
々
に
「
選
挙
に
行

こ
う
」
と
呼
び
か
け
を
広
げ

ま
し
ょ
う
。

①
コ
ロ
ナ
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
に
乗
じ
た
改
憲
策
動

の
阻
止
と
命
と
人
権
が
守
ら
れ
る
政
治
へ
の
転
換

②
建
設
従
事
者
の
賃
金
引
上
げ
等
、
人
が
育
ち
魅
力

あ
る
建
設
産
業
へ
の
民
主
的
転
換

③
中
小
建
設
業
者
へ
の
事
業
支
援
拡
充

④
憲
法
で
保
障
さ
れ
た
社
会
保
障
の
制
度
拡
充
と
建

設
国
保
の
育
成
強
化

⑤
消
費
税
減
税
と
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
撤
回

⑥
核
兵
器
廃
絶
、
人
権
・
自
由
・
団
体
行
動
を
監
視

・
制
約
す
る
法
制
度
の
廃
止
・
撤
廃

⑦
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
で
原
発
ゼ
ロ
の

実
現

⑧
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
の
中
小
業
者
支
援
策
の
抜
本

的
拡
充

⑨
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
社
会
の
実
現

参
議
院
議
員
選
挙

参
議
院
議
員
選
挙

参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参
院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院
選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選
にににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに
向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向
けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけ

でででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででで私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちのののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求をををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現ししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよようううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううう

投
票
方
法

投
票
方
法

期
日
前
投
票
も

利
用
し
ま
し
ょ
う

参議院選挙は２回投票します

改
憲
の
動
向
な
ど
情
勢
と
私
た
ち
の
要
求

改
憲
の
動
向
な
ど
情
勢
と
私
た
ち
の
要
求

―
講
師
に
中
野
晃
一（
上
智
大
学
教
授
）さ
ん

政治の
大きな転換が
必要です

政治の
大きな転換が
必要です

参
議
院
選
挙
に
向
け
た

東
京
土
建
9
つ
の
要
求

参
議
院
選
挙
に
向
け
た

東
京
土
建
9
つ
の
要
求

国の政治のあり方は国民が決める
政治のあり方を決める選挙です

東京土建本部を会場に各支部をオンラインで
結んで学習会を開催。講師は中野晃一さん

参議院選挙
（7月10日）
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6
月
12
日
の
日
曜
日
、
板
橋
区
内
16
会
場
で
住
宅
デ

ー
を
開
催
し
ま
し
た
。
各
分
会
か
ら
の
報
告
で
す
。

11
日
ま
で
の
天
気
予
報
が

12
日
日
曜
日
は
雨
と
の
こ

と
。
土
曜
日
が
分
会
執
行
委

員
会
だ
っ
た
の
で
、
皆
で
明

日
の
段
取
り
、
役
割
等
を
打

合
せ
し
ま
し
た
。

当
日
、
雨
は
降
ら
ず
良
か

っ
た
け
ど
、
ど
こ
が
間
違
え

た
の
か
、
公
園
の
電
源
の
カ

ギ
が
違
っ
て
い
て
電
気
が
使

え
な
い
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
あ
り

ま
し
た
。
た
ま
た
ま
雨
の
日

用
に
借
り
て
い
た
町
会
事
務

所
の
電
源
で
、
包
丁
を
研
ぐ

こ
と
が
で
き
、
喜
ば
れ
ま
し

た
。例

年
な
ら
焼
き
そ
ば

や
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
な

ど
あ
っ
て
、
も
っ
と
賑

や
か
だ
け
ど
、
今
年
は

少
し
寂
し
い
住
宅
デ
ー

で
し
た
。
銅
板
細
工
と

輪
投
げ
が
子
ど
も
た
ち

に
人
気
で
、
目
的
の
お

も
ち
ゃ
を
ゲ
ッ
ト
で
き

た
時
の
子
ど
も
の
喜
び

よ
う
は
見
物
人
か
ら
大
拍

手
。
ま
た
賞
品
の
中
に
大
人

用
腕
時
計
が
あ
り
、
そ
れ
を

目
標
に
来
て
く
れ
た
組
合
員

の
お
嬢
さ
ん
が
見
事
射
止

め
、
こ
の
時
も
大
拍
手
で
よ

か
っ
た
で
す
。
1
時
過
ぎ
に

は
包
丁
研
ぎ
も
終
わ
り
、
皆

で
美
味
し
い
お
弁
当
を
食

べ
、
今
年
の
住
宅
デ
ー
も
無

事
終
わ
り
ま
し
た
。

【
岩
井
小
夜
子
】

天
気
予
報
で
は
雨
の
ち
曇

り
で
し
た
が
朝
か
ら
晴
れ
間

が
見
え
て
、
絶
好
の
住
宅
デ

ー
に
な
り
ま
し
た
。

役
員
さ
ん
は
住
宅
デ
ー
設

営
準
備
の
た
め
、
8
時
に
分

会
セ
ン
タ
ー
に
集
合
し
、
必

要
物
を
車
に
積
み
込
み
会
場

へ
。
会
場
で
は
他
の
役
員
さ

ん
が
設
営
を
始
め
る
も
、
数

人
の
お
客
様
が
見
え
て
、
設

営
準
備
も
早
々
に
包
丁
研

ぎ
、
ま
な
板
削
り

を
始
め
ま
し
た
。

近
所
の
方
々

は
、
8
時
頃
か
ら

包
丁
や
ま
な
板
を

持
っ
て
設
営
が
終

わ
る
の
を
待
っ
て

頂
い
て
、
心
か
ら

感
謝
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。

こ
れ
も
、
普
段
か
ら
町
会

や
商
店
会
の
皆
さ
ん
と
東
京

土
建
の
組
合
員
の
皆
さ
ん
と

ふ
れ
あ
い
が
あ
っ
て
、
東
京

土
建
を
頼
り
に
さ
れ
て
い
る

の
か
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
皆
さ
ん
か
ら
頼
り
に
さ

れ
る
土
建
組
合
に
な
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

【
磯
哲
夫
】

前
野
中
台
分
会
は
、
は

じ
め
て
の
会
場
、
首
都
高

速
道
路
高
架
下
の
宮
下
公

園
（
前
野
町
4
丁
目
）
で

住
宅
デ
ー
を
午
前
10
時
よ

り
開
始
し
ま
し
た
。

お
客
様
が
集
ま
ら
ず
困

っ
て
い
ま
し
た
が
見
次
公

園
の
近
く
で
あ
っ
た
の
が

幸
い
し
て
、
女
性
の
会
の

人
た
ち
が
呼
び
込
み
に
行

っ
て
く
れ
、
子
ど
も
た
ち

が
参
加
し
て
く
れ
て
水
鉄

砲
作
り
や
輪
投
げ
な
ど
に

楽
し
く
遊
ん
で
く
れ
ま
し

た
。は

じ
め
て
の
場
所
で
の

開
催
、
ち
ょ
っ
と
宣
伝
不

足
を
反
省
し
た
次
第
で

す
。

【
金
井
設
男
】

仲
田
出
世
稲
荷
で
住
宅
デ

ー
を
開
催
し
ま
し
た
。
朝
か

ら
雨
と
い
う
予
報
も
あ
り
雨

対
策
で
、
テ
ン
ト
と
ブ
ル
ー

シ
ー
ト
で
完
璧
で
し
た
が
、

一
転
、
暑
さ
対
策
に
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
午
後
終
わ

る
頃
に
急
変
し
て
土
砂
降
り

と
大
変
な
一
日
で
し
た
。

ま
だ
ま
だ
コ
ロ
ナ
禍
で
す

の
で
、
コ
ロ
ナ
対
策
を
心
が

け
、
飲
食
は
や
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
し
か
し
、
前
回
で
き

な
か
っ
た
、
コ
ッ
パ
ト
イ
と

カ
ン
倒
し
を
急
遽
開
催
し
ま

し
た
。
宣
伝
不
足
で
、
お
子

さ
ん
た
ち
が
来
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
電
話
掛
け
を
し
て
8

人
の
お
子
さ
ん
が
来
て
く
れ

ま
し
た
。
お
父
さ
ん
と
2
人

で
、
家
族
3
人
で
と
お
昼
頃

に
は
賑
や
か
に
な

り
ま
し
た
。

カ
ン
倒
し
の
バ

ッ
ク
に
は
、
看
板

屋
さ
ん
の
分
会
長

さ
ん
の
渾
身
の
に

ぎ
や
か
な
セ
ッ
ト

が
飾
ら
れ
、
住
宅

デ
ー
を
盛
り
あ
げ

る
ひ
と
つ
に
な
り

ま
し
た
し
、
待
望
の
住
宅
相

談
も
1
件
あ
り
ま
し
た
。

包
丁
研
ぎ
も
48
本
と
以
前

と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い

も
の
で
し
た
が
、
徐
々
に
復

活
す
る
段
階
で
、
住
宅
デ
ー

が
開
催
で
き
た
事
に
希
望
を

感
じ
さ
せ
ら
れ
る
も
の
で
し

た
。

来
年
の
住
宅
デ
ー
に
は
飲

食
も
出
来
、
宣
伝
も
し
、
以

前
の
様
な
賑
や
か
な
住
宅
デ

ー
を
開
催
し
て
、
地
元
の
方

々
と
交
流
を
深
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

【
綿
貫
勝
則
】

第
61
回
住
宅
デ
ー
が
6
月

12
日
日
曜
日
、
徳
丸
が
原
公

園
で
開
催
し
ま
し
た
。
包
丁

研
ぎ
、
住
宅
相
談
、
子
ど
も

木
工
教
室（
コ
ッ
パ
ト
イ
）、

女
性
の
会
の
バ
ザ
ー
と
コ
ロ

ナ
下
で
は
あ
る
も
の
の
、
少

し
ず
つ
催
し
モ
ノ
を
増
や

し
、
感
染
対
策
に
気
遣
い
な

が
ら
の
3
年
振
り
の
「
本
格

開
催
」
で
し
た
。

ま
た
当
日
の
天
気
は
、
前

日
か
ら
の
予
想
が
外

れ
、
午
前
中
は
雨
が

降
る
こ
と
も
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

朝
の
準
備
段
階
か

ら
土
建
本
部
教
宣
部

か
ら
の
取
材
も
は
い

り
、
10
時
の
開
始
時

間
前
に
は
包
丁
研
ぎ

を
待
つ
人
の
列
も
出

来
て
い
ま
し
た
。

砥
い
だ
包
丁
は
70

本
近
く
、住
宅
相
談
は
3
件
、

組
合
員
参
加
者
は
25
人
、
コ

ッ
パ
ト
イ
、
バ
ザ
ー
に
関
し

て
は
、
子
ど
も
た
ち
が
30
人

近
く
来
訪
し
て
い
ま
し
た
。

午
後
に
な
り
、
雨
模
様
と

な
り
早
期
に
終
了
し
た
も
の

の
、
ま
あ
ま
あ
の
来
場
者
数

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

【
内
田
恒
夫
】4

月
に
取
り
組
ん
だ
ウ
ク
ラ

イ
ナ
人
道
支
援
募
金
を
5
月
19

日
に
国
連
難
民
高
等
弁
務
官
事

務
所
（
Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｈ
Ｒ
）
に
届
け

ま
し
た
。

山
本
清
志
委
員

長
、
高
瀬
佳
江
女

性
の
会
会
長
、
竹

腰
隆
樹
主
任
書
記

が
南
青
山
に
あ
る

事
務
所
を
訪
問

し
、募
金
目
録（
60

万
円
）
を
Ｕ
Ｎ
Ｃ

Ｈ
Ｒ
の
川
合
雅
幸

事
務
局
長
に
手
渡

し
ま
し
た
。

東
京
土
建
の
平

和
へ
の
取
り
組
み
な
ど
も
伝

え
、
支
援
金
を
有
効
に
使
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
お
願
い
し
ま

し
た
。
川
合
事
務
局
長
か
ら

は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
や
日
本

で
の
人
道
支
援
募
金
が
広
が
っ

て
い
る
こ
と
が
話
さ
れ
、
感
謝

状
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

短
期
間
の
取
り
組
み
で
し
た

が
、
分
会
の
仲
間
か
ら
多
く
の

募
金
が
寄
せ
ら
れ
、
1
万
円
を

募
金
し
た
仲
間
も
い
ま
し
た
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

募金目録を川合事務局長（左）に手渡す
山本委員長（中央）と高瀬会長

住
宅
デ
ー

東
京
土
建
を
ア
ピ
ー
ル

舟
渡
高
島
分
会

少
し
ず
つ
催
し
モ
ノ
を
増
や

し
て

大
谷
口
分
会

輪
投
げ
で
腕
時
計
を
ゲ
ッ
ト

大
谷
口
北
分
会

頼
り
に
さ
れ
る
土
建
組
合
に

新
赤
塚
分
会

開
催
で
き
た
事
に
希
望
を
感

じ
て

ウクライナ支援募金
国連へ届けました

初めての会場で開催、
宣伝不足を反省

前野中台分会
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5
月
13
日
、
稲
の
苗
を
育

て
て
い
る
所
（
苗
代
）
の
巡

回
が
あ
り
ま
し
た
。

苗
代
巡
回
は
2
名
の
組
合

員
の
方
の
苗
代
を
見
せ
て
も

ら
い
、
指
導
し
て
下
さ
っ
て

い
る
稲
作
の
先
生
か
ら
、
良

い
と
こ
ろ
、
改
善
す
る
べ
き

と
こ
ろ
を
教
え
て
い
た
だ

き
、
参
加
者
み
ん
な
で
生
産

技
術
を
高
め
て
い
く
の
が
目

的
の
一
つ
で
す
。

毎
年
同
じ
時
期
に
、
種
の

準
備
、
種
の
消
毒
、
芽
出
し

等
の
工
程
を
経
て
種
蒔
き
を

し
て
い
く
わ
け
で
す
が
、
気

温
や
自
然
条
件
に
よ
っ
て
、

毎
年
同
じ
よ
う
に
は
い
か
な

い
も
の
で
す
。

強
風
で
葉
っ
ぱ
が
傷
つ
き

黄
色
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

り
、
低
温
で
病
気
に
な
っ
た

り
、
高
温
で
苗
が
焼
け
て
し

ま
っ
た
り
と
悪
戦
苦
闘
は
つ

き
も
の
で
す
。

そ
れ
で
も
美
味
し
い
お
米

を
作
ろ
う
と
頑
張
っ
て
お
り

ま
す
。

組合員の方の苗代を巡回しました

ど
け
ん
火
災
・
地
震
共
済

の
新
規
加
入
推
進
の
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

組
合
が
仲
間
の
つ
な
が
り

を
最
大
限
生
か
し
た
「
ど
け

ん
火
災
共
済
」は
、1
9
9
9

年
9
月
1
日
に
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
火
災
共
済
を
自
前

で
つ
く
り
、
運
営
し
て
い
る

労
働
組
合
は
、
建
設
の
組
合

で
は
、東
京
土
建
だ
け
で
す
。

仲
間
が
万
が
一
の
火
災
で

家
を
失
い
困
っ
た
と
き
に
、

新
し
い
家
を
建
て
ら
れ
る
よ

う
に
考
え
つ
く
ら
れ
た
安
心

の
制
度
で
す
。
仲
間
同
士
の

助
け
合
い
運
動
を
広
げ
ま
し

ょ
う
。

年
掛
け
金
3
0
0
0
円

（
木
造
）
・
1
5
0
0
円
（
鉄

筋
）
で
家
財
5
0
0
万
円
の

保
障
で
す
。

住
宅
は
木
造
20
坪
の
場

合
、
年
掛
け
金
9
6
0
0
円

で
1
6
0
0
万
円
の
補
償
。

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
加
入
を
お

願
い
し
ま
す
。

○
設
備
配
管
工

社
員
等
1

人
／
青
木
工
業
／
青
木
登
己

・
大
山
分
会
☎
0
9
0
―
2

7
4
2
―
1
6
2
5

○
鉄
筋
工

社
員
等
2
人
／

Ｊ
Ａ
Ｙ

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｅ
Ｌ
／
遠

藤
勇
也
・
徳
丸
分
会
☎
0
9

0
―
4
1
3
0
―
6
5
2
2

／
経
験
不
問

○
建
築
施
工
管
理
技
士
・
電

気
工
事
現
場
管
理

社
員
等

2
人
／
㈱
ハ
タ
未
来
デ
ザ
イ

ン
研
究
所
／
幡
鎌
秀
一
・
前

野
中
台
分
会
☎
0
8
0
―
5

5
7
6
―
4
4
7
3
／
有
資

格
者

※
求
人
・
求
職
の
掲
載
の
お

申
し
込
み
は
支
部
事
務
所
☎

0
3
―
3
9
6
3
―
5
3
2

5
ま
で
。

【日時】7月30日（土） 8：30～10：45
【場所】グリーンホール1階ホール（板橋区栄町36‐1）
【内容】基本健診、乳がん検診（エコー）、子宮頸がん

検診、大腸がん検診、腹部エコー ※オプショ
ンのみの受診はできません。

【受診対象者】女性組合員及び土建国保に加入されてい
る18歳以上の家族被保険者

【定員】100人
【費用】土建国保に加入している方もしくは組合員の方

は基本健診無料。乳がん検診、大腸がん検診、
腹部エコーは各1，000円、子宮頸がん検診500円。

【申し込み締切】7月22日（金） 定員に達し次第締め
切ります。
問い合わせ先／東京土建板橋支部

TEL 03-3963-5325

2022年7月24日（日）
【申込締切】7月8日（金）
【実施場所】坂下診療所（定員50名）

2022年7月24日（日）
【申込締切】7月8日（金）
【実施場所】高島平診療所（定員60名）
2022年8月28日（日）
【申込締切】8月8日（月）
【実施場所】小豆沢病院（定員70名）

◇平日の健診もご利用ください。（予約が必要です）
※日曜健診は午前のみの受付となります。午後はお申込みできませんのでご注意ください。
※オプション健診は有料です。申込時に費用を組合へ納入下さい。分会経由で納入する場合は群会議でお支払いください。

※日曜健診は予約制です。必ず組合へお申し込みください。

問い合わせ先／東京土建板橋支部 TEL０３-３９６３-５３２５

⑧
前立腺がん

1，000円
50歳以上の土建
国保加入者
無料

⑦
大腸がん

1，000円
40歳以上の土建
国保加入者
基本に含む

⑥
有機溶剤

（キシレン・ト
ルエン・エチル
ベンゼン選択）

1，000円

⑤
じん肺

1，000円

④
骨粗鬆症

2，000円

③
胃がん

（バリウム）

3，000円
50歳以上の土建
国保加入者
無料

②
胃がん

（カメラ）
平日のみ

8，000円
50歳以上の土建
国保加入者
3000円

①
基本健診

無料

項目

費用

日 程 表
2022年7月

機関会議

中執

書記局会議 事務所閉まります 四役

常任

執行委員会

発送

（参議院選挙投票日）

書記局会議2時～事務所閉まります

事業所対策委員会

共済審査

分会長会議

組合活動

安全大会

分会経験交流集会

分会経験交流集会

納入日

防災セミナー

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

ど
け
ん
火
災
・
地
震
共
済
に

加
入
し
て
い
ま
す
か

ど
け
ん
火
災
・
地
震
共
済
に

加
入
し
て
い
ま
す
か

苗
代
巡
回

年
３
０
０
０
円
（
木
造
）
・

で
家
財
５
０
０
万
円
の
保
障

日曜健康診断のご案内

求

人

気になる女性ならではの病気。乳がん・子宮がん…
この機会に受診しましょう

女性健診のご案内

訪

問

行

動

1

日

お
き
た
ま
だ
よ
り

お
き
た
ま
だ
よ
り


